
第 号
平成２６年8月１日

151
市議会だより

さかいで

sakaide shigikai dayori

第４回議会報告会を開催しました
　議会新体制がスタート･･････ 2
　７人が一般質問････････････ 5
　議会報告会を開催･････････10

クルマエビの放流体験
　　（沙弥島海水浴場）

坂出北インターチェンジは「命の道」、フルインター化の早期実現に向けて！！
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市
議
会
の
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

５
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
会
に
お
い
て
、
指
名
推
選
に
よ
り
新
し
い
正
・
副
議
長
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
の
構
成
も
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
正
・
副
議
長
の
選
出
に
当
た
っ
て
は
、
透
明
性
の
確
保
の
た
め
、
候
補
者
が
あ
ら
か
じ
め
所

信
表
明
を
行
っ
た
上
で
選
挙
を
行
う
立
候
補
制
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
所
信
表
明
を
抜
粋
し
て
掲
載
し

ま
す
。

全議員が賛成した議案（可決・同意）

市 長 提 出 議 案

専 　 決

そ の 他

専決処分の承認（坂出市税条例等の一部を改正する条例）など 2 件

坂出市職員懲戒審査委員会委員の任命

議員数＝ 22 名　　表決参加議員数＝ 21 名
※議長は表決には加わりません。

平成 26 年
5 月臨時会の審議結果

植 

條 

敬 
介

　議
長

我
が
坂
出
市
議
会
で
は
、
市
民
に
わ
か
り
や
す
く
、
市
民

が
参
画
で
き
る
議
会
を
実
現
す
る
た
め
、
平
成
23
年
６
月
よ

り
検
討
を
重
ね
、
平
成
24
年
５
月
臨
時
会
に
お
い
て
坂
出
市

議
会
基
本
条
例
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条

例
に
則
り
、
本
会
議
で
の
一
問
一
答
方
式
の
導
入
、
費
用
弁

償
の
廃
止
を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た

す
た
め
に
、
議
会
報
告
会
を
４
回
行
っ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、

議
会
改
革
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も

全
力
を
尽
く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
市
民
の
方
々
へ
積
極
的
に
議
会
情
報
を
発
信
す

る
と
と
も
に
、
市
民
の
方
々
の
意
見
を
的
確
に
把
握
す
る
こ

と
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
議
会
と
し
て
の
共
通
認
識
の
醸
成

を
図
る
た
め
、
議
員
の
資
質
向
上
を
念
頭
に
議
員
研
修
会
等

を
行
い
、
強
い
議
会
づ
く
り
に
鋭
意
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
我
々
は
、
議
決
機
関
と
し
て
、
様
々
な
意
見
を
出

し
合
い
、
課
題
や
論
点
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
市
民
に
わ

か
り
や
す
い
議
論
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
合

意
形
成
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
努
め
る
こ
と
で
、
互
い
に
協

力
し
合
う
坂
出
市
議
会
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

松 

田

　実

　副
議
長

こ
れ
ま
で
本
市
議
会
で
は
議
会
改
革
の
取
り
組
み
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
議
会
報
告
会
を
各
地
域
で
実
施
す
る
中
で
、

人
口
減
少
対
策
や
新
市
立
病
院
の
開
院
に
向
け
て
の
取
り
組

み
、
防
災
対
策
な
ど
、
市
民
の
方
々
か
ら
様
々
な
意
見
・
要

望
等
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
我
々
議
会
が
研
鑽
を
深
め
、
よ

り
一
層
の
創
意
工
夫
と
努
力
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
こ
れ

ら
の
意
見
・
要
望
等
に
応
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
特
に
市
立
病
院
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
市

民
の
方
々
が
関
心
を
持
た
れ
て
お
り
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
方
分
権
の
進
展
と
と
も
に
、
首
長
と
議
員
を
と

も
に
直
接
選
挙
で
選
ぶ
二
元
代
表
制
の
仕
組
み
に
お
い
て
は
、

議
会
の
役
割
も
重
要
に
な
る
と
考
え
て
お
り
、
前
に
述
べ
た

よ
う
な
様
々
な
行
政
課
題
が
山
積
す
る
中
、
慣
例
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
少
数
の
会
派
の
意
見
も
大
事
に
し
な
が
ら

審
議
、
討
議
を
積
み
重
ね
た
上
で
、
執
行
機
関
に
対
す
る

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
十
分
に
果
た
す
こ
と
で
、
市
民
の
方
々
に

よ
り
一
層
信
頼
さ
れ
る
議
会
運
営
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
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教育民生
委 員 会

総務，政策，財務，税務
防災，消防など

総務消防
委 員 会

市民建設
委 員 会

委 員 長 　茨 　 智 仁

副委員長 　若 谷 修 治

委　　員 　斉 藤 義 明

委　　員 　楠 井 常 夫

委　　員 　植 條 敬 介

委　　員 　大 藤 匡 文

委　　員 　若 杉 輝 久

委　　員 　木 下 　 清

委 員 長 　山 条 忠 文

副委員長 　末 包 保 広

委　　員 　大 前 寛 乗

委　　員 　松 田 　 実

委　　員 　松 成 国 宏

委　　員 　中 河 哲 郎

委　　員 　東 山 光 徳

委 員 長 　村 井 孝 彦

副委員長 　出 田 泰 三

委　　員 　脇 　 芳 美

委　　員 　野 角 満 昭

委　　員 　別 府 健 二

委　　員 　前 川 昌 也

委　　員 　吉 田 耕 一

健康，児童・高齢福祉，
教育，病院など

市民生活，道路，港湾，
下水，水道など

議会の円滑・効率的な
運営を図ります

議会報告会の企画や議会
だよりの編集を行います

委 員 長　大 藤 匡 文

委 　 員　末 包 保 広

委 　 員　若 杉 輝 久

委 　 員　木 下 　 清

副委員長　斉 藤 義 明

委 　 員　大 前 寛 乗

委 　 員　吉 田 耕 一

委 員 長　若 杉 輝 久

委 　 員　若 谷 修 治

委 　 員　楠 井 常 夫

委 　 員　松 田 　 実

副委員長　出 田 泰 三

委 　 員　村 井 孝 彦

委 　 員　末 包 保 広

委 　 員　木 下 　 清

議会運営
委 員 会

広報広聴
委 員 会
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全議員が賛成した議案（可決・同意）

市 長

提 出

議 員
提 出

予 　 算  

意 見 書  

条 　 例

平成 26 年度坂出市一般会計補正予算案（第１号）　など予算案４件

坂出市税条例等の一部を改正する条例　など条例案３件

町区域の変更　などその他案３件、人事案件１件

手話の普及促進を図るための環境整備を求める意見書
　　　　　　※意見書の全文を８Ｐに掲載しています。

議員数＝ 22 名　　表決参加議員数＝ 21 名
※議長は表決には加わりません。

平成 26 年
6 月定例会の審議結果

そ の 他 議会報告会の詳
細は、市議会ホー
ムページをご覧
ください

6月定例会
条例制定案などを可決

主な条例の内容・目的

６月定例会では、初日に、市長より補正予算案４件、条例制定案３件、町区域の変更などの議案３件が提
案され、所管委員会の審査を経て、いずれも原案のとおり可決しました。

また、最終日には人事案件１件が追加提案されるともに、議会運営委員会より意見書案１件が提出されま
したが、いずれも原案のとおり可決しました。

一般会計補正予算案は 9,654 万 1 千円を増額し、補正後の予算総額を 221 億
7,434 万 1 千円とするものです。また、予算とは別に、情報処理システムのうち、
税業務などの基幹となるシステムの再構築に必要な費用、3 億 7,100 万円などを
債務負担行為として定めました。主な内容は以下のとおりです。

坂出市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関
する条例の一部を改正する条例

非常勤消防団員の処遇の改善を図るため、消防団
員退職報償金支払い額を一律 5 万円（最低支給額 20
万円）増額するものです。

　　　※９Ｐに委員会での議論を掲載しています。

最高額（団長）
　　９２９, ０００円 → ９７９, ０００円

最低額（団員）
　　１４４, ０００円 → ２００, ０００円

補正予算関係

■人工土地総合再生基本設計等委託料 約４, ４００万円

　建築的価値やデザインを継承しつつ、耐震改修を含め人工土
地を総合的に再整備するための基本設計等を行う。
　　　　　　　　※９Ｐに委員会での議論を掲載しています。

■崇徳上皇没後 850 年記念事業実行委員会補助金 ２００万円

　崇徳上皇没後 850 周年の節目に、まち歩きツアーや坂出市
プロモーションビデオを制作。

土木費

商工費
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一般質問

吉
田
耕
一
議
員

新

政

会

野
角
満
昭
議
員
日
本
共
産
党
議
員
会

一
般
質
問

７
名
の
議
員
が
市
政
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た

質
問
者
の
質
問
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
の
詳
細
や
過
去
の
質
問
は
、
会
議

録
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

	

坂
出
港
の
港
湾
管
理
主
体
を
県
へ

変
更
す
る
考
え
は
あ
る
の
か

問	

県
内
の
主
要
港
の
う
ち
、
市
が
主
体

と
な
り
港
湾
管
理
を
行
っ
て
い
る
の
は
坂

出
港
の
み
で
あ
る
。
本
市
が
管
理
主
体
と

な
っ
た
昭
和
28
年
当
時
と
比
べ
て
港
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、

将
来
に
向
け
た
戦
略
的
な
観
点
も
含
め
る

と
、港
湾
管
理
を
市
か
ら
県
へ
と
変
更
し
、

県
下
の
港
湾
を
県
が
一
元
管
理
す
る
こ
と

も
必
要
と
考
え
る
が
。

答･･･

市
長

将
来
を
見
据
え
た
港
湾
戦
略
に
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
企
業
誘
致
等
、
ま
ず
国

が
将
来
像
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
今
後
、
一

元
管
理
の
必
要
性
が
顕
在
化
す
る
可
能
性

は
あ
り
ま
す
。
た
だ
現
時
点
で
は
、
港
湾

計
画
の
見
直
し
等
、
市
内
企
業
の
収
益
と

な
る
よ
う
港
湾
管
理
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

	

健
全
経
営
を
維
持
し
市
民
の
医
療

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
新
病
院
に

問	

本
市
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
新
病
院

は
、
市
民
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と

も
に
、
健
全
経
営
を
維
持
し
な
が
ら
病
院

経
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

と
考
え
る
が
。

答･･･

市
立
病
院
事
務
局
長

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
、救
急
医
療
、

急
性
期
医
療
に
対
応
し
、
市
民
か
ら
必
要

と
さ
れ
る
小
児
・
産
科
・
脳
神
経
外
科
の

医
療
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
高
齢
化
に

伴
い
増
加
が
予
想
さ
れ
、
か
つ
市
外
の
病

院
等
へ
の
流
出
が
多
い
脳
卒
中
、
循
環
器

疾
患
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
ま
す
。
あ

わ
せ
て
生
活
習
慣
病
予
防
の
啓
発
・
教
育

活
動
か
ら
、
が
ん
疾
患
の
急
性
期
医
療
、

緩
和
医
療
、
在
宅
支
援
ま
で
市
民
の
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
へ
き
地
医
療
を
継

続
し
て
い
く

こ
と
で
病
院

の
健
全
経
営

を
維
持
し
て

い
き
ま
す
。

	

学
校
樹
木
の
剪
定
費
用
の
予
算
措

置
を
求
め
る

問	

多
額
の
経
費
が
か
か
る
学
校
の
樹
木

の
手
入
れ
は
、
現
場
や
保
護
者
の
負
担
に

依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
教
育
委
員
会
の

責
任
と
し
て
予
算
措
置
を
図
る
な
ど
、
抜

本
的
な
改
善
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答･･･

教
育
部
長

樹
木
の
管
理
が
、
地
域
の
方
々
や
保
護

者
、
教
職
員
の
協
力
に
よ
り
維
持
管
理
が

な
さ
れ
て
い
る
学
校
園
も
あ
り
、
心
よ
り

感
謝
し
て
い
ま
す
。

維
持
管
理
に
係
る
費
用
負
担
の
抜
本
的

改
善
に
つ
い
て
は
、
高
木
や
松
等
の
剪
定

に
係
る
専
門
的
技
術
の
要
否
判
断
や
管
理

経
費
の
見
積
も
り
を
行
い
、
一
年
限
り
あ

る
い
は
一
回
限
り
の
対
応
で
は
な
く
、
継

続
的
に
適
正
な
維
持
管
理
が
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

	

産
直
市
を
活
用
し
て
坂
出
三
金
時
な

ど
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を

問	

最
近
、
産
直
市
は
食
の
安
全
や
地
産

地
消
の
観
点
だ
け
で
な
く
、
観
光
や
グ

ル
メ
の
発
信
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
注
目
を
集

め
て
い
る
。
そ
こ
で
、
坂
出
三
金
時
な
ど

本
市
特
産
の
農
産
物
を
県
外
へ
Ｐ
Ｒ
す
る

場
と
し
て
産
直
市
を
積
極
的
に
活
用
し
て

は
。

答･･･

建
設
経
済
部
長

本
市
の
特
産
品
で
あ
る
三
金
時
に
加
え

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
レ
タ
ス
な
ど
の
販
売
促

進
の
た
め
、
Ｊ
Ａ
香
川
や
生
産
者
等
と

合
同
で
京
浜
地
区
等
の
市
場
で
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
産

直
市
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
香
川
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
産
直
市
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

問	

歴
史
や
観
光
と
結
合
し
た
取
り
組
み

は
。

答･･･

市
長

観
光
協
会
に
よ
る
ツ
ア
ー
に
産
直
市
を

取
り
入
れ
好
評
を
得
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
歴
史
・
文
化
や
観
光
資
源
を
活

用
し
た
産
直
市
の
更
な
る
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま

す
。

質
問
の
主
な
項
目

港
湾
管
理
に
つ
い
て

·

新
病
院
の
運
営
等
に
つ
い
て

·

火
葬
場
の
新
築
に
つ
い
て

 ·

質
問
の
主
な
項
目

地
域
医
療
・
介
護
総
合
確
保
推
進
法
に

 ·

つ
い
て

教
育
改
革
に
つ
い
て

 ·

産
直
市
を
活
用
し
た
農
業
振
興
に
つ
い

 ·

て

建設中の新病院



6市議会だより
さかいで

一般質問

	
坂
出
市
政
の
通
知
表
を
再
開
し
、

市
民
共
働
・
市
民
参
加
に
つ
な
げ

て
は

問	

以
前
は
広
報
さ
か
い
で
の
紙
面
上
に

掲
載
し
て
い
た
「
坂
出
市
政
の
通
知
表
」

を
再
開
し
、
市
政
の
自
己
評
価
を
広
く
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
市
民
共
働
、

市
民
参
加
に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

答･･･

市
長

来
庁
者
の
方
々
等
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
、
平
成
22
、
23
年

の
各
６
月
号
に
「
坂
出
市
政
の
通
知
表
」

を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
実
施
方

法
に
課
題
も
多
い
こ
と
か
ら
掲
載
を
見

送
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
出
前

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
目
安
箱
の
活
用
な
ど
、

市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
う
こ
と
に
つ

い
て
は
、
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

市
政
の
内
容
は
千
差
万
別
で
あ
り
、
な

か
な
か
評
価
が
難
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま

す
が
、
敢
え
て
市
政
を
自
己
評
価
す
る
な

ら
ば
、
私
と
し
て
は
、
ま
ず
ま
ず
の
及
第

点
は
ク
リ
ア
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い

ま
す
。

	

流
入
超
過
で
あ
る
昼
間
人
口
を
糸

口
に
人
口
増
対
策
を
進
め
て
は

問	

坂
出
駅
は
、
通
勤
通
学
の
要
衝
で
あ

り
、
駅
周
辺
の
整
備
は
急
務
で
あ
る
と
考

え
る
。
坂
出
の
医
療
、
教
育
、
介
護
、
通

勤
交
通
の
利
便
性
等
を
魅
力
と
し
て
と
ら

え
た
人
々
が
さ
ら
に
住
み
た
い
と
思
え
る

条
件
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整
備
も
含
め

た
宅
地
環
境
の
整
備
で
あ
り
、「
人
口
増
」

の
糸
口
と
な
る
と
考
え
る
が
。

答･･･

副
市
長

平
成
22
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る

と
、
他
市
町
か
ら
本
市
へ
の
通
勤
通
学
者

は
１
７
，
０
４
９
人
、
本
市
か
ら
他
市
町

へ
の
通
勤
通
学
者
は
１
０
，９
５
３
人
で
、

約
６
，
０
０
０
人
の
流
入
超
過
と
な
っ
て

い
ま
す
。

交
通
の
要
衝
で
あ
る
こ
と
の
利
点
を
活

か
し
、
市
外
か
ら
本
市
に
通
勤
さ
れ
る
方

等
が
一
人
で
も
多
く
定
住
し
て
い
た
だ
け

る
こ
と
が
人
口
増
に
向
け
た
重
要
な
視
点

の
一
つ
と
考
え
、
今
年
度
か
ら
市
内
の
民

間
賃
貸
住
宅
に
居
住
す
る
新
婚
世
帯
に
対

し
て
家
賃
補
助
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

今
後
も
生
涯
に
わ
た
っ
て
住
み
続
け
た
い

と
思
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

	

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
継
続
計
画
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
を

問	

災
害
時
に
必
要
な
避
難
体
制
の
確
立

や
応
急
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
継
続
計
画
を
地
域
自
ら
が
策
定

し
、
平
時
か
ら
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
で

発
災
直
後
か
ら
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
が
期
待

で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
変
な
労
力

を
要
す
る
計
画
策
定
に
、
地
域
が
ゼ
ロ

か
ら
取
り
組
む
こ
と
は
効
率
的
で
な
い
た

め
、
ま
ず
は
行
政
が
そ
の
手
本
と
な
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
て
は
ど
う
か
。

答･･･

総
務
部
長

高
松
市
で
は
昨
年
度
地
域
が
災
害
時
に

取
り
組
む
べ
き
こ
と
な
ど
を
内
容
と
す
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
継
続
計
画
の
作
成

ガ
イ
ド
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
本

市
に
お
い
て
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
等
に

つ
い
て
、
先
進
事
例
の
調
査
等
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

	

教
育
ク
ラ
ウ
ド
の
導
入
に
よ
り
校
務

支
援
の
充
実
を

問	

教
育
ク
ラ
ウ
ド
の
導
入
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
や
学
校
の
サ
ー

バ
ー
に
保
存
し
て
い
た
学
校
情
報
を
ク
ラ

ウ
ド
上
に
保
存
す
る
こ
と
で
安
全
を
確
保

し
、校
務
の
効
率
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

教
員
が
児
童
生
徒
に
向
き
合
う
時
間
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
県
内
で
運
用
を

開
始
し
た
自
治
体
も
あ
り
、
本
市
も
教
育

ク
ラ
ウ
ド
を
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答･･･

教
育
部
長

教
育
ク
ラ
ウ
ド
の
効
用
は
大
き
い
と
考

え
ま
す
が
、
現
在
、
２
市
の
み
の
導
入
段

階
で
あ
る
こ
と
、
急
を
要
す
る
施
設
・
設

備
等
の
整
備
が
数
多
く
控
え
て
い
る
こ
と

か
ら
早
期
の
導
入
は
難
し
い
状
況
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、導
入
環
境
が
整
う
ま
で
、

先
進
導
入
市
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
運
用
課

題
の
把
握
に
努
め
、
円
滑
な
導
入
が
で
き

る
よ
う
準
備
し
て
い
き
ま
す
。

質
問
の
主
な
項
目

綾
市
政
の
自
己
評
価
に
つ
い
て

 ·

市
長
の
行
政
指
導
に
つ
い
て

 ·

観
光
資
源
の
活
用
に
つ
い
て

 ·

質
問
の
主
な
項
目

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
に
つ

 ·
い
て

仲
よ
し
教
室
の
運
営
に
つ
い
て

 ·

教
育
ク
ラ
ウ
ド
の
導
入
に
つ
い
て

 ·

村
井
孝
彦
議
員

市
民
グ
ル
ー
プ

未
来
の
会

若
杉
輝
久
議
員
公
明
党
議
員
会

自宅

外出先オフィス

ファイルを閲覧

メールを送るファイルをアップロード

2

まちづくり
観光政策　市の活性化

観光案内お旅所開設
観光案内所リニューアル
高校生資格取得補助開始
市に「にぎわい室」を設置

意見
・気軽に行ける場所がほしい（70代男性）
・観光だけによる活性化は難しいのでは（70代男性）
・子どもが帰ってきたいと思うようなまちに（40代女性）

行財政改革
職員意識・機構改革

機構改革
事業再検討結果のＨ23予算
への反映

意見
・職員を減らしすぎると災害時などに不安（30代女性）
・新しい視点で改革している様子に期待（40代女性）

安全・防災
災害への備え
道路・街路灯

耐震診断・改修に補助
移動系防災行政無線の設置
ツイッターの利用開始
市に「危機監理室」を設置

意見
・避難場所がわからない（70代男性）
・災害時に市の機能確保のため、市庁舎の早期建て
　替えを（20代男性）

10  -  20 代
30  -  40 代
50  -  60 代
70  -  80 代

2.44 点
2.50 点
2.56 点
2.82 点

ＤＡＴＡ

昨年今年

2.56点

2.45点

3.0

2.5

ＤＡＴＡ

昨年今年

2.80点

2.87点

3.0

2.5

10  -  20 代
30  -  40 代
50  -  60 代
70  -  80 代

2.73 点
2.73 点
2.80 点
3.01 点

10  -  20 代
30  -  40 代
50  -  60 代
70  -  80 代

3.13 点
3.17 点
3.18 点
3.47 点

ＤＡＴＡ

昨年今年

3.21点

3.42点

3.0

2.5

昨年比

昨年比 昨年比

坂出市政の通知表
あなたは
　何点をつけますか？

10  -  20 代
30  -  40 代
50  -  60 代
70  -  80 代

3.06 点
2.99 点
3.04 点
3.29 点

くらし
子育て支援 高齢者支援
医療環境 学校教育 交通機関

坂出小学校建設
市立病院の移転新築決定
水道料金コンビニ収納開始

ＤＡＴＡ

意見
・子育てへのサポート充実を（30代女性）
・車がないと移動できない（各年代）
・市立病院に産婦人科、脳外科を（各年代）

昨年今年

3.06点

3.00点

3.0

2.5

昨年比

年代別人数

10-20代
30-40代
50-60代
70-80代
無 回 答

59人
105人
157人
48人
2人

合　計 371人

　昨年に引き続き、今年も来庁された

市民のかた371人（出張所等含む）に

アンケートを実施。坂出市の満足度を

5点満点で評価してもらいました。

（調査時期：3月下旬～5月上旬）

クラウドのイメージ



7 市議会だより
さかいで

一般質問

出
田
泰
三
議
員

市
民
の
声

	
京
町
線
の
進
捗
状
況
と
完
成
後
の

地
下
駐
車
場
西
出
入
口
付
近
の
状

況
は

問	

Ｊ
Ｒ
坂
出
駅
な
ど
多
様
な
都
市
機
能

が
集
積
す
る
場
所
で
平
成
24
年
に
着
手
し

た
京
町
線
の
進
捗
状
況
は
。
ま
た
、
工
事

完
了
後
の
駅
北
口
駐
車
場
西
出
入
口
の
形

状
は
ど
う
な
る
の
か
。

答･･･

建
設
経
済
部
長

京
町
線
は
平
成
24
年
１
月
か
ら
事
業
を

進
め
て
お
り
、
平
成
25
年
度
末
の
進
捗
率

は
、
事
業
費
ベ
ー
ス
で
約
40
％
で
す
。
現

在
、
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
北
西
か
ら
地
下
駐

車
場
西
出
入
口
ま
で
の
道
路
区
間
は
暫
定

利
用
で
変
則
な
通
行
形
態
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
整
備
完
了
後
、
こ
の
区
間
は
道
路

と
し
て
の
利
用
が
な
さ
れ
な
く
な
り
、
安

全
な
利
用
形
態
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
駅

前
広
場
と
一
体
的
な
整
備
を
計
画
し
て
お

り
、
駅
に
降
り
立
っ
た
人
た
ち
が
商
店
街

に
足
を
向
け
た
く
な
る
よ
う
な
歩
行
動
線

を
創
り
出
し
、「
歩
い
て
楽
し
い
歩
行
空

間
」
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

	

さ
か
い
で
ま
ろ
の
活
用
方
針
は

問	

坂
出
市
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
さ
か

い
で
ま
ろ
」
は
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
非

常
に
人
気
が
あ
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の

出
演
依
頼
の
方
法
を
伺
う
。

答･･･

建
設
経
済
部
長

「
さ
か
い
で
ま
ろ
」
は
、
本
市
の
情
報
発

信
や
認
知
度
向
上
の
た
め
市
内
外
の
イ
ベ

ン
ト
や
催
し
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
出
演
の
依
頼
に
は
、
市
に
ぎ
わ
い
室

へ
出
演
希
望
日
の
３
週
間
前
ま
で
に
申
込

書
の
提
出
が
必
要
で
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調

整
な
ど
を
行
っ
た
後
、
申
込
者
に
出
演
の

可
否
を
連
絡
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問	
「
さ
か
い
で
ま
ろ
」
だ
か
ら
で
き
る

坂
出
の
Ｐ
Ｒ
と
は
。

答･･･

市
長

「
さ
か
い
で
ま
ろ
」
を
介
し
て
市
外
・
県

外
で
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
持
っ
て
、
本
市
の

魅
力
を
楽
し
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

坂
出
は
お
も
し
ろ
そ
う
、
訪
れ
て
み
よ
う

と
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
「
さ
か
い
で
ま

ろ
」
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
Ｐ
Ｒ
と
考
え
て

い
ま
す
。

	

ご
み
ポ
イ
捨
て
防
止
へ
新
た
な
取

り
組
み
を

問	

国
道
11
号
、
加
茂
町
上
氏
部
の
三
差

路
交
差
点
付
近
で
取
り
入
れ
た
ポ
イ
捨

て
防
止
看
板
の
設
置
や
道
路
改
良
に
よ
る

ハ
ー
ド
面
で
の
対
策
に
加
え
、
ご
み
持
ち

帰
り
運
動
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
で
の
取
り
組

み
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
官
民
挙
げ
て
ポ

イ
捨
て
防
止
の
強
化
を
図
っ
て
は
。

答･･･

市
民
生
活
部
長

道
路
を
汚
す
、
車
か
ら
の
ポ
イ
捨
て
に

は
非
常
に
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
加
茂
町
上
氏
部
交
差
点
の
よ
う
に
道

路
改
良
で
ポ
イ
捨
て
し
に
く
い
環
境
と
な

り
ご
み
が
減
少
し
た
例
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
看
板
の
設
置
や
道
路
改
良
に
つ
い
て

は
、関
係
機
関
等
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
ご
み
持
ち

帰
り
運
動
の
推
進
や
各
種
団
体
等
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
清
掃
活
動
に
加
え
、今
後
、

市
民
が
心
を
一
つ
に
し
て
美
し
い
坂
出
の

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

方
策
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

	

野
良
犬
・
野
良
猫
問
題
に
対
処
す

る
た
め
ペ
ッ
ト
情
報
の
充
実
を

図
っ
て
は

問	

野
良
犬
・
野
良
猫
に
関
す
る
苦
情
や

相
談
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
が
、
飼
い
主

の
モ
ラ
ル
向
上
や
犬
・
猫
の
里
親
制
度
を

紹
介
す
る
ペ
ッ
ト
情
報
の
充
実
を
図
る
こ

と
で
、問
題
解
決
の
糸
口
と
な
ら
な
い
か
。

答･･･

健
康
福
祉
部
長

犬
・
猫
の
徘
徊
や
騒
音
・
糞
尿
被
害
等
、

市
民
か
ら
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る
中
で
、

飼
い
主
の
モ
ラ
ル
の
向
上
対
策
は
非
常
に

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
本
市

に
お
い
て
も
、
啓
発
の
た
め
の
情
報
提
供

を
、
チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
、
広
報
へ
の
掲

載
に
よ
り
鋭
意
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

中
で
も
特
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け
る

ペ
ッ
ト
の
項
目
に
、
野
良
犬
・
野
良
猫
へ

の
餌
や
り
を
加
え
、
捨
て
犬
・
捨
て
猫
防

止
、
餌
や
り
の
自
粛
等
の
啓
発
記
事
を
掲

載
す
る
と
と
も
に
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
リ
ン
ク
を
設
け
、
迷
い
犬
・
迷
い
猫

の
情
報
等
を
提
供
で
き
る
環
境
を
整
え
ま

し
た
。

今
後
も
、
幅
広
く
的
確
に
わ
か
り
や
す

い
情
報
提
供
が
で
き
る
よ
う
工
夫
・
改
善

に
努
め
ま
す
。

質
問
の
主
な
項
目

道
路
行
政
に
つ
い
て

 ·

坂
出
北
イ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

 ·

に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
い
て

 ·

質
問
の
主
な
項
目

ご
み
ポ
イ
捨
て
問
題
に
つ
い
て

 ·

野
良
犬
・
野
良
猫
問
題
に
つ
い
て

 ·

命
を
守
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

 ·

茨

　智
仁
議
員

新

政

会地下駐車場西出口付近

さかいでまろ

交差点付近

い
ま
す
。
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一般質問／意見書

	
新
婚
世
帯
へ
の
家
賃
補
助
の
申
請

状
況
は

問	

定
住
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
る
た
め

に
、
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
る
新
婚
世
帯

家
賃
補
助
事
業
の
申
請
状
況
は
。

答･･･

総
務
部
長

人
口
増
対
策
の
一
環
と
し
て
本
年
４
月

か
ら
「
坂
出
市
新
婚
世
帯
家
賃
補
助
金
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
新
聞
報
道
や

本
市
広
報
誌
へ
の
掲
載
な
ど
の
効
果
も
あ

り
、
当
事
者
の
み
な
ら
ず
、
親
御
さ
ま
や

不
動
産
会
社
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
あ
る

状
況
で
す
。

申
請
に
至
っ
た
件
数
は
、
４
月
、
５
月

が
各
５
件
、
６
月
に
つ
い
て
は
６
月
12
日

現
在
４
件
で
あ
り
、
合
計
14
件
で
す
。
申

請
者
の
内
訳
は
、
夫
婦
と
も
に
坂
出
市
出

身
世
帯
が
４
件
、
夫
の
み
坂
出
市
出
身
世

帯
が
４
件
、
妻
の
み
坂
出
市
出
身
世
帯
が

２
件
、
夫
婦
と
も
に
坂
出
市
外
出
身
世
帯

が
４
件
で
、
結
果
と
し
て
14
人
の
人
口
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

	

男
女
が
よ
り
自
然
に
出
会
え
る
よ

う
な
婚
活
支
援
を

問	

未
婚
女
性
の
多
く
が
将
来
の
結
婚
を

望
む
中
、
出
会
い
の
機
会
が
少
な
い
現
状

で
は
婚
活
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
あ
か
ら
さ
ま
に
結

婚
前
提
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
で
は
参
加
を
た

め
ら
う
若
者
も
想
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、

「
婚
活
支
援
室
」
を
設
け
、
市
や
団
体
が

企
画
す
る
ま
ち
歩
き
や
里
山
巡
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
清
掃
活
動
な
ど
も
上
手
く
利

用
し
て
自
然
に
出
会
え
る
仕
組
み
づ
く
り

も
必
要
と
考
え
る
が
。

答･･･
総
務
部
長

昨
年
、
人
口
増
加
を
目
的
と
し
て
坂
出

商
工
会
議
所
青
年
部
が
主
催
し
、
開
催
さ

れ
た
婚
活
イ
ベ
ン
ト
は
、
本
市
の
に
ぎ

わ
い
創
出
に
資
す
る
事
業
と
し
て
助
成
を

行
っ
た
も
の
で
す
が
、
地
域
活
性
化
の
観

点
か
ら
も
非
常
に
有
効
な
も
の
と
し
て
認

識
し
て
い
ま
す
。
婚
活
支
援
に
行
政
と
し

て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
が
、「
婚
活
支
援
室
」
の

設
置
は
定
員
適
正
化
の
観
点
か
ら
難
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
の
主
な
項
目

日
本
創
成
会
議
の
人
口
推
計
に
つ
い
て

 ·

縦
割
り
で
は
な
く
各
課
を
横
断
し
た
取

 ·

り
組
み
の
必
要
性
に
つ
い
て

坂
出
、
宇
多
津
広
域
行
政
事
務
組
合
に

 ·

つ
い
て

手話の普及促進を図るための環境整備を求める意見書

手話とは、日本語を音声ではなく手や指、体などの動きや顔の表情を使
う独自の語彙や文法体系を持つ言語であり、手話を使う聾者にとって、聞
こえる人たちの音声言語と同様に、情報収集とコミュニケーションの手段
として大切に守られてきた。
しかしながら、これまで聾学校では手話は禁止され、社会では手話を使
うことで差別されてきたという長い歴史がある。
このような中、2006年12月に採択された国連の障害者権利条約に、「手
話は言語」であることが明記され、手話が言語として国際的に認知される
こととなった。
その後、日本政府は、障害者権利条約の批准に向けて国内法の整備を進
め、2011年 8月に成立した改正障害者基本法第３条では「全て障害者は、
可能な限り、言語（手話を含む。）その他の意思疎通のための手段につい
ての選択の機会が確保される」と定められた。
また、同法第22条では国、地方公共団体に対して情報保障施策を義務
づけていることから、政府と国会におかれては、下記事項を講ずるよう強
く要請する。

記
手話が音声言語と対等な言語であることを広く国民に示し、聞こえない
子供が手話を身につけ、手話で学べ、自由に手話が使える環境、さらには
手話を言語として普及及び研究することができる環境の整備を図ること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

「請願」と「陳情」は市議会を通じて意
見（意見書）や要望を市政や国政に伝える
制度で、年齢や資格などの制限はなく、市
外の人でも提出できます。
請願書の提出には１人以上の紹介議員が

必要となります。
坂出市議会では、「請願」、「陳情」を委員

会で審査する際に、その願意・趣旨を説明
する機会を設けています。
詳しい内容は議会事務局にご連絡くださ

い。
（☎0877-44-5022）

斉
藤
義
明
議
員

市
民
の
声

あなたの声を市政に！
「請願」と「陳情」

６月定例会では意見書が１件可決されました

議会運営委員会での説明風景
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委員会レポート／議会日程

問･

非
常
勤
消
防
団
員
の
退
職
報
償
金
の

支
給
額
に
つ
い
て
一
定
の
処
遇
改
善
が
図

ら
れ
た
こ
と
は
評
価
す
る
が
、
団
員
報
酬

額
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

答･

県
内
８
市
で
は
平
均
的
な
水
準
で

す
。

要
望･

消
防
団
は
地
域
防
災
力
の
向
上
に

は
欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
団
員
確
保
に

向
け
て
報
酬
の
増
額
に
つ
い
て
も
前
向
き

に
検
討
す
る
よ
う
当
委
員
会
と
し
て
要
望

す
る
。

教
育
民
生
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
３
議

案
は
、
い
ず
れ
も
債
務
負
担
行
為
を
定

め
る
も
の
で
す
。
平
成
28
年
１
月
か
ら
運

用
が
開
始
さ
れ
る
社
会
保
障
・
税
番
号
制

度
の
導
入
に
伴
い
、
国
や
他
自
治
体
と
の

接
続
が
必
要
と
な
る
基
幹
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
、
製
品
サ
ポ
ー
ト
が
終
了
し
た
ウ
イ

ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
搭
載
の
パ
ソ
コ
ン
で
は
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
上
問
題
が
あ
る
た
め
、
平

成
27
年
度
に
新
た
に
シ
ス
テ
ム
を
稼
働
さ

せ
る
た
め
に
必
要
な
費
用
の
限
度
額
を
事

前
に
定
め
る
も
の
で
す
。

付
託
議
案
外
で
、
坂
出
市
人
工
土
地
総

合
再
生
基
本
計
画
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
、
種
々
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

問･

今
後
策
定
予
定
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
と
の
関
連
性
は
。

答･

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
人
工
土
地
や

近
隣
各
種
施
設
等
の
関
連
性
が
示
さ
れ
る

こ
と
で
、
事
業
全
体
の
方
向
性
が
明
確
に

な
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
策
定
す
る
基

本
設
計
の
中
で
内
容
を
具
体
化
し
て
い
き

ま
す
。

問･

人
工
土
地
再
整
備
に
か
か
る
事
業
費

は
。

答･

基
本
設
計
策
定
過
程
に
お
い
て
、
耐

震
補
強
の
手
法
等
を
検
討
す
る
中
で
事
業

費
の
算
定
が
可
能
と
な
る
た
め
、
現
時
点

で
は
事
業
費
を
把
握
で
き
ま
せ
ん
。

問･

人
工
土
地
を
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
の
起
爆
剤
と
す
る
た
め
に
、
幅
広
く

市
民
か
ら
意
見
を
求
め
る
べ
き
で
は
。

答･

基
本
設
計
策
定
段
階
に
お
い
て
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
を
検
討
し
ま

す
。
ま
た
、
人
工
土
地
内
店
舗
経
営
者
や

近
隣
商
店
街
の
関
係
者
と
協
議
し
て
い
き

ま
す
。

前
回
、
４
月
10
日
開
催
の
委
員
会
で
、

議
場
に
関
し
て
は
一
定
の
制
約
を
設
け
た

上
で
、
多
目
的
な
活
用
が
可
能
な
機
能
と

す
る
こ
と
や
、
議
論
を
戦
わ
せ
る
場
に
ふ

さ
わ
し
い
格
式
を
有
し
つ
つ
、
開
放
的
で

親
し
み
や
す
い
設
備
構
造
と
す
る
こ
と
。

ま
た
、円
滑
な
議
事
運
営
に
資
す
る
た
め
、

最
新
の
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
視
聴

覚
機
能
を
取
り
入
れ
る
こ
と
等
を
要
望
と

し
て
取
り
ま
と
め
、
５
月
２
日
に
議
長
よ

り
市
長
に
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

今
回
、
議
会
要
望
を
反
映
し
た
基
本
計

画
案
を
市
民
会
議
で
審
議
し
た
結
果
、
会

議
の
了
解
を
得
ら
れ
た
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
委
員
よ
り
、
市
民
会
議

委
員
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
来
庁
者
の
子
供

を
一
時
的
に
預
る
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、

他
市
の
事
例
を
研
究
す
る
な
ど
、
基
本
設

計
等
を
策
定
す
る
中
で
、
さ
ら
な
る
検
討

を
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
約
１
カ
月
間
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
た
後
、
８
月
中
に
基
本

計
画
の
策
定
を
完
了
す
る
と
と
も
に
、
基

本
設
計
・
実
施

設
計
の
策
定
を

進
め
て
い
く
と

の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

６ 月 定 例 会 の 日 程
６月12日	 本会議	 提案説明
６月17日	 本会議	 議案質疑・委員会付託
６月18日	 本会議	 一般質問（個人）
６月19日	 本会議	 一般質問（個人）
	 委員会	 議会運営委員会の調査
６月20日	 委員会	 総務消防委員会の審査
６月23日	 委員会	 教育民生委員会の審査
６月24日	 委員会	 市民建設委員会の審査

６月25日	 委員会	 新庁舎建設特別委員会の調査
６月26日	 委員会	 議会運営委員会の調査
６月27日	 委員会	 議会運営委員会の調査
	 議員総会	
	 本会議	 委員長報告
	 	 委員長報告への質疑・討論
	 	 ・採決
	 	 追加議案の提案説明
	 	 質疑・討論・採決

総務消防
委員会

付託案件
6件
全議案につい
て異議なく原
案どおり可決
しました。

市民建設
委員会

付託案件
1件
全議案につい
て異議なく原
案どおり可決
しました。

新庁舎建設
特別委員会

付託議案はあ
りませんが、
新庁舎建設計
画について調
査を行いまし
た。

教育民生
委員会

付託案件
3件
全議案につい
て異議なく原
案どおり可決
しました。
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第４回議会報告会を開催

第４回目となる議会報告会を、下記のとおり実施しました。これまでで最多となる 173 名の市民の皆様
にご参加いただきました。会場では、26 年度当初予算の概要、３月定例会の審議内容などについてご報
告するとともに、参加者との意見交換を通し、議会に対する貴重なご意見、ご要望を数多くいただきました。

開催地区に属する町から多く参加いただいたことから、より身近な地区連合自治会単位に
開催場所を変更したことが参加者の増加の主な要因と考えています。ただ、若い世代の方に
もっと多く参加していただけるよう、方策を検討していきたいと思います。

議会報告会アンケート結果

開催日 開催場所 参加議員
グループ

４月 18 日（金） 王越公民館 Ｃ班

４月 21 日（月） 加茂公民館 Ｂ班

４月 24 日（木） 市民ふれあい会館 Ｂ班

４月 25 日（金） 松山公民館 Ａ班

４月 26 日（土）
与島開発総合センター Ａ班

福江公民館 Ｃ班
　○時間はいずれも 19 時から開催
　　（与島開発総合センターのみ 13 時から開催）

Ａ班
斉藤義明、出田泰三、若谷修治
脇　芳美、松成国宏、東山光徳

Ｂ班
茨　智仁、楠井常夫、別府健二
松田　実、吉田耕一、木下　清
山条忠文

Ｃ班
村井孝彦、野角満昭、末包保広
植絛敬介、前川昌也、大藤匡文
中河哲郎

○どの会場も大前議長もしくは若杉副議長が参加

参加議員グループ　※正・副議長を除く

地区別参加割合

報告内容はどうでしたか報告内容はどうでしたかQ

参加者の年齢

次回も参加しますか次回も参加しますかQ

王越
 12%

40代　5%

50代　11%

60代　45%

70代以上
37%

30代　2%

加茂 15%

中央 22%

無回答
23%

わかりやす
かった

 50%
参加したい

 67%

わからない
 27%

難しかった
2%

参加しようと思わない
2%

無回答 4%

どちらとも
いえない

25%

金山 14%

与島 17%

松山 20%
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参加者の皆様から寄せられた意見・要望
等のうち、当日、回答を保留したものや検
討するとお答えしたもののうち、各委員会
での所管事務調査を行ったものについて、
その調査結果を抜粋してご紹介します。
なお、詳細については、市議会ホームペー
ジをご覧ください。

議会報告会で寄せられた意見・要望等へのご回答

総務消防委員会

教育民生委員会

所管委員会として指摘

電子申請した書類を各出張所等でも受け取ること
ができるようにしてほしい。（４/21加茂公民館）

電子申請できる手続きは 27種類あり、担当課
も複数にまたがっています。即座に対応するこ

とは困難ですが、市民の方々の利便性向上のために、
対応可能な手続きの有無について、現在、内容や申請
件数等を調査しているところですので、ご理解賜りた
いと思います。

津波、洪水の場合はどこに避難するかを分かり
やすく示した避難場所表示を設置すべきでは？
（４/25松山公民館）

避難場所表示を設置することで固定観念を生み、
万一、表示されている経路が通行不能となった

場合に臨機応変な対応ができなくなる恐れがあります。
市民の方々には平時から様々な経路を想定していただ
き、有事の際には表示に頼らずとも自力で安全な場所
へ辿り着けることが理想と考えています。
　なお、観光客等の市外の方々に対しては何らかの表
示が必要と考えていますので、今後、方策を検討して
いきたいと思います。

Q

A

A

Q

娘が安心して里帰り出産できるよう、新市立病
院ではぜひとも産科医師を確保してほしい。　
（４/21加茂公民館）

これまで市長を初め、病院長等が機会あるたび
に香川大学医学部に働きかけを行ってきました

が、医師の確保には至っていません。引き続き大学に
強く働きかけるとともに、あらゆる方面からの情報収
集に努め、必要な医師確保に取り組んでいきます。

常勤医師の派遣を引き続き大学に要請していくと
いう消極的な姿勢ではなく、仮に１名の医師が確
保できるならば近隣の病院と協定を結び、不足す
る医師の派遣を依頼するなど、様々な方策を検討
すべきである。

Q

A

高齢化が進む与島では消防団員の確保が難しい
ため、消防団員ＯＢ等を中心に防災組織を結成

する予定です。今後、ポンプ車の使用も含め、関係各
課と協議を行いたいが？
（４/26与島開発総合センター）

消防団員が法律に定めのある特別職の公務員で
あることに対し、防災組織員は任意団体に属す

ることから、その職権や補償等、様々な点で扱いが異
なります。
　また、消防車を初め、消防団員の使用する機材につ
いては、能力や重量が一般で使用されるものと異なり、
団員が訓練を積み重ねることで初めて使用が可能とな
ることから、防災組織員が使用することは認められて
いません。
　防災訓練などの活動に関しては、今後も危機監理室
と連携しながら支援、啓発を行っていきますので、ご
理解賜りたいと思います。

Q

A

検索坂出市議会



　チャレンジショップ「みなとまち
CAFE」は、起業を目指す市内の主婦ら
が日替わりでオーナーとなり、得意な
ジャンルの料理等を提供しています。
　地元商店街の人々など幅広い年齢層
で賑わう水曜日のランチタイムに、女
性オーナーの落亀さんにお話を伺いま
した。

Q. 「みなとまちＣＡＦＥ」から発信す
るまちづくりとは？

A. 　10年ぐらい前から商店街の人
通りが少なくなってしまって、寂し
い気持ちでした。まちづくりなん
て恐れ多いですが、少しでもにぎ
わいを取り戻してくれればと思っ
ています。

Q. 女性の目線で議会に対して望むことは？

A. 　家族観の変化に伴って増加している、お
ひとり様対策です。お客様にも多いのです
が、一人暮らしの高齢者の健康と安全を見
守っていく仕組みづくりが大切だと感じて
います。
　あと、今は女性議員がゼロなので、ぜひ
とも女性が市議会に進出してほしいですね。
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innn 元元 元元元元町町町町町町町町町町元元元町町町町町町町in 元町in 元町

発行　坂出市議会　〒 762-8601 坂出市室町二丁目３番５号　TEL  0877-44-5022　FAX　0877-44-0558
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　http://www.city.sakaide.lg.jp 　E-mail　gikai1@city.sakaide.lg.jp

　「議員の考えとそれに対する市側の見解がよくわか
るようになった」平成 24年 9月定例会から採用した
一問一答方式での質問に対する、ある市民の方からの
感想です。
　6月定例会では 7氏が一般質問に立ち市政全般にわ
たり議論を交わしました。今後とも各議員が個性を生
かし、わかりやすい議論を心がけたいと思います。
　さて皆さん、最近の市議会だよりの紙面の変化にお
気づきでしょうか。写真が多くなり、主要事業の紹介
や議案に対する各議員の賛否状況の掲載、また紙面に
対するご意見を掲載する「VOICE」のコーナーもそ
の一つです。
　今までともすると一方通行になりがちだった議会広
報ですが、皆様方の声がより反映できる広報を目指し
てまいりたいと思います。	 （輝）

　議会だより第 150 号の記事中に誤りがありまし
たので、お詫びして訂正させて頂きます。
①５Ｐ：斉藤議員質問３番目の問
誤　学力テストの結果公表は、新年度から市教

育委員会の判断に委ねられるが、本市で
は結果を公表していく考えか。

正　いじめ等を理由に指定校を変更し、校区外
の小・中学校に通学することはできるのか。

② 10 Ｐ：審議結果のうち議案第 40 号及び議案第
53 号

誤　認定に	 正　原案可決に
③ 11 Ｐ：新夢会の交付額
誤　208,0000	 正　208,000

広報広聴委員会
　委員長：若杉輝久　副委員長：出田泰三
　委　員：若谷修治　村井孝彦　楠井常夫
　　　　　末包保広　松田　実　木下　清

記後集編

次の定例会は９月上旬に開会予定です

視 察 等 来 庁 記 録

	７月
 9 日 秋田県由利本荘市
  （さかいでブランド認定制度について）

 16 日 山形県米沢市
  （坂出市立病院の建て替えと経営について）

訂　正

9 月定例会で同意した人事案件　　【敬称略】

　◎人権擁護委員候補者	 谷口　正行

四 国 市 議 会 議 長 会 表 彰

　特別表彰　議員在職 24年以上　	 松田　　実

全 国 市 議 会 議 長 会 表 彰

　一般表彰　	議員在職 15年以上　	 別府　健二
暑中お見舞い申し上げます

　公職選挙法の趣旨に基づき，暑中見舞いなどの
あいさつ状を廃止しておりますので、紙上をもっ
てごあいさつにかえさせていただきます。
　市民皆様のご健勝をお祈りいたします。

坂出市議会議員一同


